
JP 2017-190897 A 2017.10.19

10

(57)【要約】
【課題】送風を行わずに、暖房することができる送風装
置を提供する。
【解決手段】熱源と、空気を送出するファンとを備える
送風装置において、前記熱源の周囲に配置された複数の
フィンと、前記熱源及びファンの駆動を制御する制御回
路とを備え、前記ファンは前記フィンの間に空気が通流
するように配置されており、前記制御回路は、前記熱源
及びファンをオンにする第１駆動処理部と、前記熱源を
オフにし、前記ファンをオンにする第２駆動処理部と、
前記熱源をオンにし、前記ファンをオフにする第３駆動
処理部とを有することを特徴とする送風装置。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱源と、空気を送出するファンとを備える送風装置において、
　前記熱源の周囲に配置された複数のフィンと、
　前記熱源及びファンの駆動を制御する制御回路と
　を備え、
　前記ファンは前記フィンの間に空気が通流するように配置されており、
　前記制御回路は、
　前記熱源及びファンをオンにする第１駆動処理部と、
　前記熱源をオフにし、前記ファンをオンにする第２駆動処理部と、
　前記熱源をオンにし、前記ファンをオフにする第３駆動処理部と
　を有すること
　を特徴とする送風装置。
【請求項２】
　前記ファンは、
　前記熱源の一側に配置され、前記熱源側から吸気し、前記熱源の反対側に排気する第１
ファンと、
　前記熱源の他側に配置され、前記熱源の反対側から吸気し、前記熱源側に排気する第２
ファンと
　を有し、
　前記第１駆動処理部は、前記第１ファンをオンにして、前記第２ファンをオフにし、
　前記第２駆動処理部は、前記第１ファンをオフにして、前記第２ファンをオンにし、
　前記第３駆動処理部は、前記第１ファン及び第２ファンをオフにすること
　を特徴とする請求項１に記載の送風装置。
【請求項３】
　前記複数のフィンは、前記熱源の周囲に放射状に配置され、先端部がＴ状に形成された
複数のＴ状フィンを含み、
　隣合う前記先端部は周方向に離間していること
　を特徴とする請求項１又は２に記載の送風装置。
【請求項４】
　前記第２ファンは吸気口を有し、
　前記吸気口を開閉する開閉板と、
　該開閉板を前記吸気口に対して接近させるか又は離間させる接離機構と
　を備えること
　を特徴とする請求項１から３のいずれか一つに記載の送風装置。
【請求項５】
　前記開閉板による前記吸気口の開閉を検知するセンサを備え、
　前記制御回路は、前記センサによって閉を検知した場合に、前記熱源をオンにすること
　を特徴とする請求項４に記載の送風装置。
【請求項６】
　前記接離機構は、
　前記開閉板の周囲に配置され、周方向に移動する環状スライダと、
　該環状スライダ及び開閉板を連結する連結部と、
　前記環状スライダから前記開閉板に向けて突出したカムと、
　前記開閉板に設けられたカムフォロアと
　を備えることを特徴とする請求項４又は５に記載の送風装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、熱源及びファンを備える送風装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　以前より、室内に設置することを目的として、ヒータ及びファンを備える送風装置が提
案されている。送風装置は、例えば、上下に延びた筒状の筐体と、該筐体の下部に配置さ
れた遠心ファンと、前記筐体の中途部に配置されたヒータとを備える。筐体の下部には吸
込口が設けられており、筐体の上部には吹出口が設けられている。送風装置は、遠心ファ
ンによって、吸込口から吸気し、吹出口から空気を吹き出す。送風装置は、ヒータ及びフ
ァンをオンにする送風する温風運転と、ヒータをオフにして、ファンをオンにする涼風運
転とを実行する（例えば特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－４０６７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　近年では、送風を行わずに、暖房することも求められている。しかし、前記送風装置は
、この要望に応えられていない。
【０００５】
　本発明は斯かる事情に鑑みてなされたものであり、送風を行わずに、暖房することがで
きる送風装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る送風装置は、熱源と、空気を送出するファンとを備える送風装置において
、前記熱源の周囲に配置された複数のフィンと、前記熱源及びファンの駆動を制御する制
御回路とを備え、前記ファンは前記フィンの間に空気が通流するように配置されており、
前記制御回路は、前記熱源及びファンをオンにする第１駆動処理部と、前記熱源をオフに
し、前記ファンをオンにする第２駆動処理部と、前記熱源をオンにし、前記ファンをオフ
にする第３駆動処理部とを有することを特徴とする。
【０００７】
　本発明においては、熱源の周囲に複数のフィンを配置する。フィンの周囲に筐体は無く
、フィンは露出している。ファン及び熱源がオンになった場合、フィンの間を空気が通流
して、熱源の熱を、フィンを介して吸収し、送風装置の外部に温風が吹き出る。ファンが
オンになり、熱源がオフになった場合、フィンの間を空気が通流して、送風装置の外部に
送風される。一方、ファンがオフになり、熱源がオンになった場合、フィンの間で温めら
れた空気はフィンの隙間から外部に出る。送風装置が室内に設置されている場合、自然対
流によって、室内は暖められる。
【０００８】
　本発明に係る送風装置は、前記ファンは、前記熱源の一側に配置され、前記熱源側から
吸気し、前記熱源の反対側に排気する第１ファンと、前記熱源の他側に配置され、前記熱
源の反対側から吸気し、前記熱源側に排気する第２ファンとを有し、前記第１駆動処理部
は、前記第１ファンをオンにして、前記第２ファンをオフにし、前記第２駆動処理部は、
前記第１ファンをオフにして、前記第２ファンをオンにし、前記第３駆動処理部は、前記
第１ファン及び第２ファンをオフにすることを特徴とする。
【０００９】
　本発明においては、温風を吹き出す場合、送風装置は第１ファンをオンにして熱源側か
ら吸気し、空気をフィンの間に通して加熱させてから、外部に吹き出す。例えば、第１フ
ァンをフィンの下側に配置することによって、フィンの間を空気は上から下に流れて、外
部に出る。外部に出た空気は温められているので上昇し、その後、第１ファンに再度吸い
込まれて、空気の循環が円滑に行われる。熱源による加熱を行うこと無く、送風を行う場
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合、第２ファンをオンにして熱源の反対側から吸気し、空気をフィンに通してから外部に
吹き出す。例えば第２ファンをフィンの上側に配置することによって、上側の空気よりも
低温である下側の空気が吸い込まれ、上方へ吹き出る。夏場において、相対的に低温の空
気を室内に拡散させる。また空気調和機と併用した場合、空気調和機によって冷却された
空気を下側から上側に送出し、室内の上側を効果的に冷やして、室内全体を平均的に冷却
させることができる。そのため、冬場のみならず、夏場においても、送風装置を効果的に
使用することができる。
【００１０】
　本発明に係る送風装置は、前記複数のフィンは、前記熱源の周囲に放射状に配置され、
先端部がＴ状に形成された複数のＴ状フィンを含み、隣合う前記先端部は周方向に離間し
ていることを特徴とする。
【００１１】
　本発明においては、複数のＴ状フィンを熱源の周囲に放射状に配置する。複数のＴ状フ
ィンは全体として筒状を形成し、温風を吹き出す場合には、この筒状の内側の空間が通気
路として機能する。一方、熱源をオンにし、ファンをオフにして自然対流による暖房を行
う場合、隣合うＴ状フィンの先端部の隙間が開口として機能し、温められた空気が前記隙
間から外部に出る。すなわち、Ｔ状フィンを設けることによって、フィンは通気路及び開
口としての二つの機能を併せ持つことができる。
【００１２】
　本発明に係る送風装置は、前記第２ファンは吸気口を有し、前記吸気口を開閉する開閉
板と、該開閉板を前記吸気口に対して接近させるか又は離間させる接離機構とを備えるこ
とを特徴とする。
【００１３】
　本発明においては、熱源をオンにする場合、接離機構を駆動させて、暖房時に使用しな
い第２ファンの吸気口を開閉板で塞ぐ。開閉板で吸気口を塞ぐことによって、第２ファン
への温風の移動又は熱の伝導を抑制し、第２ファンの耐用年数を長くすることができる。
【００１４】
　本発明に係る送風装置は、前記開閉板による前記吸気口の開閉を検知するセンサを備え
、前記制御回路は、前記センサによって閉を検知した場合に、前記熱源をオンにすること
を特徴とする。
【００１５】
　本発明においては、第２ファンの吸気口が閉じられた場合にのみ、熱源をオンにするこ
とによって、第２ファンが不要に熱くなることを防止し、第２ファンの耐用年数を長くす
ると共に、安全性を高めることができる。
【００１６】
　本発明に係る送風装置は、前記接離機構は、前記開閉板の周囲に配置され、周方向に移
動する環状スライダと、該環状スライダ及び開閉板を連結する連結部と、前記環状スライ
ダから前記開閉板に向けて突出したカムと、前記開閉板に設けられたカムフォロアとを備
えることを特徴とする。
【００１７】
　本発明においては、環状スライダ及び開閉板に、カム及びカムフォロアを設けることに
よって、開閉板による第２ファンの吸気口の開閉を実現する。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明に係る送風装置にあっては、熱源の周囲に複数のフィンを配置する。フィンの周
囲に筐体は無く、フィンは露出している。ファン及び熱源がオンになった場合、フィンの
間を空気が通流して、熱源の熱を、フィンを介して吸収し、送風装置の外部に温風が吹き
出る。ファンがオンになり、熱源がオフになった場合、フィンの間を空気が通流して、送
風装置の外部に送風される。一方、ファンがオフになり、熱源がオンになった場合、フィ
ンの間で温められた空気はフィンの隙間から外部に出る。送風装置が室内に設置されてい
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る場合、自然対流によって、室内は暖められる。そのため、ユーザは、暖房を行う場合に
、温風による暖房又は自然対流による暖房のいずれかを、選択することができ、また加熱
を伴わない送風を行うこともできる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】送風装置の外観斜視図である。
【図２】送風装置の縦断面図である。
【図３】フィンユニットを略示するＩＩＩ―ＩＩＩ線を切断線とした部分拡大平面図であ
る。
【図４】送風装置の上部構成を上方から視認した縦断面部分斜視図である。
【図５】底板の吸気口が塞がれていない場合における送風装置の上部構成を下方から視認
した縦断面部分斜視図である。
【図６】底板の吸気口が塞がれていない場合におけるカム及びカムフォロアを略示する部
分拡大斜視図である。
【図７】底板の吸気口が塞がれている場合における送風装置の上部構成を上方から視認し
た縦断面部分斜視図である。
【図８】底板の吸気口が塞がれている場合におけるカム及びカムフォロアを略示する部分
拡大斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下本発明を実施の形態に係る送風装置を示す図面に基づいて、説明する。図１は、送
風装置の外観斜視図、図２は、送風装置の縦断面図である。送風装置は、平面視円形状を
なす偏平な筐体１を備える。以下の説明では、図に記載した上下を使用する。
【００２１】
　筐体１の上面周縁部に回転式の操作スイッチ２が設けられている。操作スイッチ２は、
後述する第１運転、第２運転、第３運転及び運転停止のいずれかを選択することができる
。筐体１内には制御回路３が設けられており、制御回路３は、操作スイッチ２によって、
第１運転、第２運転、第３運転及び停止のいずれを選択したのかを検知する。
【００２２】
　筐体１の上面中央部に開口４が設けられており、該開口４には、遠心式の第１ファン１
０が取り付けられている。第１ファン１０は、モータ１１と、該モータ１１の回転軸に連
結した羽根１２とを備える。モータ１１は、その回転軸を上側に向けて開口４の内側に配
置されている。羽根１２は、開口４の上側に配置されている。羽根１２の上側に吸気口１
５が形成されており、羽根１２の周囲に吹出口１３が形成されている。吹出口１３には、
上下方向を軸方向とした円環状をなす二つの整流板１４、１４が、モータ１１の回転軸に
対して同軸的に設けられている。二つの整流板１４、１４は上下方向に並んでいる。
【００２３】
　モータ１１が回転した場合、上側の空気が吸気口１５を介して吸入され、整流板１４の
径方向において、吹出口１３から外向きに吹き出される。
【００２４】
　第１ファン１０の上側に、筒状の下支持部５が設けられている。下支持部５から上方に
離間した位置に、筒状の上支持部４０が設けられており、該上支持部４０及び下支持部５
の間に、熱を伝導するフィンユニット３０が設けられている。下支持部５はフィンユニッ
ト３０を支持する。
【００２５】
　図３は、フィンユニット３０を略示するＩＩＩ―ＩＩＩ線を切断線とした部分拡大平面
図である。フィンユニット３０は、上下に長い柱状の中央支持部３１と、上下に長い板状
の複数のフィン３２とを備える。中央支持部３１には、上下に貫通した二つの貫通孔３４
、３４が設けられている。二つの貫通孔３４、３４には、熱源である上下に長い二つのシ
ーズヒータ３５、３５がそれぞれ挿入されている。なお単数又は三つ以上のシーズヒータ
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３５をフィンユニット３０に設けてもよい。なおシーズヒータ３５は熱源の一例であり、
他のヒータ、例えばグラファイトヒータ、カートリッジヒータ等を熱源として使用しても
よい。
【００２６】
　上下方向に直交する方向（以下横方向又は径方向とも称する）において、複数のフィン
３２は中央支持部３１から放射状に突出している。複数のフィン３２は、横方向への突出
幅が短いフィン３２と、横方向への突出幅が長いフィン３２とを備え、前記突出幅が短い
フィン３２と、前記突出幅が長いフィン３２とが、中央支持部３１の周方向に沿って交互
に配置されている。
【００２７】
　前記突出幅が長いフィン３２の突出端部は平面視Ｔ状に形成されている（以下、前記突
出幅が長いフィン３２をＴ状フィン３３とも称する）。複数のＴ状フィン３３は、中央支
持部３１の周方向に沿って並設されており、隣合うＴ状フィン３３の間には、上下に長い
スリットが形成される。そのため、複数のＴ状フィン３３全体によって、上下に長い複数
のスリットを周方向に並設した筒形状が形成される。
【００２８】
　図４は、送風装置の上部構成を上方から視認した縦断面部分斜視図、図５は、底板２５
の吸気口２６が塞がれていない場合における送風装置の上部構成を下方から視認した縦断
面部分斜視図である。
【００２９】
　フィンユニット３０の上端には上支持部４０が設けられている。上支持部４０は、筒状
のカバー４１と、該カバー４１の内側にて、カバー４１に対して同軸的に配置された支持
筒４３を備える。図２に示すように、カバー４１の周面部には、周方向に沿ったスロット
４１ａが設けられている。図４に示すように、カバー４１の内周面には、後述する環状ス
ライダ４５を支持する為の支持環４２が設けられている。支持環４２は、カバー４１と支
持筒４３との間に位置する。支持環４２は、カバー４１の内周面から径方向内側に突出し
た底板部４２ａと、該底板部４２ａの突出端から上方に突出した壁部４２ｂとを備える。
【００３０】
　図４に示すように、支持筒４３とカバー４１との間には、支持筒４３及びカバー４１に
対して同軸的に、周方向に移動可能な環状スライダ４５が設けられている。環状スライダ
４５は、支持環４２によって移動可能に支持されており、前記底板部４２ａ、壁部４２ｂ
及びカバー４１によって形成された空間内に位置する。環状スライダ４５からは、径方向
外向きにハンドル４８が突出しており、ハンドル４８はカバー４１のスロット４１ａから
外側に突出している（図１参照）。ハンドル４８を周方向に移動させることによって、環
状スライダ４５も周方向に移動する。
【００３１】
　上支持部４０の上側には、遠心式の第２ファン２０が設けられている。第２ファン２０
は、モータ２１と、該モータ２１の回転軸に連結した羽根２２と、該羽根２２と前記支持
筒４３及びカバー４１との間に配置された平面視円形状の底板２５を備える。
【００３２】
　モータ２１は、その回転軸を下側に向けて配置されている。モータ２１の上側は、偏平
な有底円筒状をなす天井カバー６によって覆われている。天井カバー６は、底部を上側に
してモータ２１を覆っている。
【００３３】
　羽根２２は、モータ２１の回転軸に連結されている。底板２５は羽根２２の下側に配置
され、その中央部には円形の吸気口２６が設けられている。吸気口２６の縁部分は上方に
湾曲して突出している。羽根２２の周囲には、底板２５と天井カバー６の縁部分との間に
おいて、吹出口２３が形成されている。吹出口２３には、上下方向を軸方向とした円環状
をなす二つの整流板２４、２４が、モータ２１の回転軸に対して同軸的に設けられている
。二つの整流板２４、２４は上下方向に並んでいる。



(7) JP 2017-190897 A 2017.10.19

10

20

30

40

50

【００３４】
　モータ２１が回転した場合、下側の空気が吸気口２６を介して吸入され、整流板２４の
径方向において、吹出口２３から外向きに吹き出される。
【００３５】
　底板２５は、支持筒４３及びカバー４１の上側に配置されている。底板２５の吸気口２
６よりも径方向外側において、底板２５とフィンユニット３０の中央支持部３１との間に
、上下に延びた複数の支持板４４が設けられている。支持板４４は、中央支持部３１及び
底板２５を連結する。また底板２５と支持筒４３とは連結されている。底板２５の周縁部
には、上下に貫通した複数の通気孔２７が周方向に並設されている。通気孔２７は、支持
筒４３の径方向において、支持板４４よりも外側且つ支持筒４３の周面よりも内側に配置
されている。
【００３６】
　吸気口２６とフィンユニット３０の上端との間に、平面視円形状をなし、熱を遮断する
為の遮熱板４９が設けられている。遮熱板４９の中央部分は上方に隆起した円錐台状をな
し、底板２５の吸気口２６に対応した形状をなす。なお図５において、遮熱板４９は底板
２５の吸気口２６を塞いでいない。
【００３７】
　図５に示すように、支持筒４３の周面には、径方向に貫通した複数の貫通孔４３ａが周
方向に並設されている。遮熱板４９の縁部分と前記環状スライダ４５とは、細長い板状の
連結部４６によって連結されている。連結部４６は、前記貫通孔４３ａを通って、遮熱板
４９及び環状スライダ４５を連結している。
【００３８】
　図６は、底板２５の吸気口２６が塞がれていない場合におけるカム４５ａ及びカムフォ
ロア４６ａを略示する部分拡大斜視図である。なお図６において、カバー４１及び支持環
４２の記載を省略している。環状スライダ４５には、上方に突出したカム４５ａが設けら
れている。カム４５ａの突出端部には傾斜面４５ｂが形成されている。傾斜面４５ｂの上
端部の隣において、カム４５ａに溝４５ｃが形成されている。傾斜面４５ｂの下端部の隣
において、環状スライダ４５に凹部４５ｄが形成されている。
【００３９】
　連結部４６の環状スライダ４５側の端部には、環状スライダ４５の周方向に延びた板部
材４６ｄを介して、カムフォロア４６ａが設けられている。カムフォロア４６ａは、板部
材４６ｄの長手方向中途部から下方に突出した板状をなし、カムフォロア４６ａの下端部
には、カム４５ａの傾斜面４５ｂに略平行な傾斜面４６ｂが形成されている。傾斜面４６
ｂの下端部の隣において、カムフォロア４６ａに溝４６ｃが形成されている。カムフォロ
ア４６ａの傾斜面４６ｂと、カム４５ａの傾斜面４５ｂとは対面している。カム４５ａの
溝４５ｃと、カムフォロア４６ａの溝４６ｃとは係合可能な形状をなす。板部材４６ｄの
長手方向端部の上側には押圧式のセンサ７が設けられている。
【００４０】
　図６において、カム４５ａの傾斜面４５ｂ及びカムフォロア４６ａの傾斜面４６ｂは略
全面が接触している。この場合、図５に示すように、遮熱板４９は底板２５の吸気口２６
を塞がない位置（非閉塞位置）に配され、図６に示すように、板部材４６ｄはセンサ７を
押圧しない。押圧されていない場合、センサ７は、吸気口２６が閉塞されていないことを
示す信号を制御回路３に出力する。またカムフォロア４６ａの下端部は凹部４５ｄ内に位
置し、環状スライダ４５に干渉していない。なおハンドル４８、支持環４２、環状スライ
ダ４５、連結部４６、カム４５ａ及びカムフォルダによって、接離機構が構成されている
。
【００４１】
　図７は、底板２５の吸気口２６が塞がれている場合における送風装置の上部構成を上方
から視認した縦断面部分斜視図、図８は、底板２５の吸気口２６が塞がれている場合にお
けるカム４５ａ及びカムフォロア４６ａを略示する部分拡大斜視図である。
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【００４２】
　図５及び図６に示す状態から、カバー４１の周方向において、ハンドル４８を一方向に
移動させた場合、図８に示すように、カム４５ａは一方向（図８の右方向）に移動し、カ
ム４５ａ及びカムフォロア４６ａの各傾斜面４５ｂ、４６ｂは相対的に摺動し、カムフォ
ロア４６ａは上方に移動して、カム４５ａ及びカムフォロア４６ａの溝４５ｃ、４６ｃが
係合する。
【００４３】
　この場合、図７に示すように、カムフォロア４６ａの上昇に伴って、遮熱板４９も上昇
し、底板２５の吸気口２６を塞ぐ。換言すれば遮熱板４９は、吸気口２６を塞ぐ位置（閉
塞位置）に移動する。また板部材４６ｄの前記端部はセンサ７を押圧する。押圧されたセ
ンサ７は、吸気口２６が閉塞されたことを示す信号を制御回路３に出力する。
【００４４】
　この状態から、ハンドル４８を他方向に移動させた場合、図４～図６に示すように、カ
ム４５ａは他方向（図６の左方向）に移動し、カム４５ａ及びカムフォロア４６ａの溝４
５ｃ、４６ｃの係合が解除され、カム４５ａ及びカムフォロア４６ａの各傾斜面４５ｂ、
４６ｂは相対的に摺動し、カムフォロア４６ａは下方に移動する。このとき、カムフォロ
ア４６ａの下端部は凹部４５ｄ内に位置し、環状スライダ４５に干渉しない。
【００４５】
　この場合、図４及び図５に示すように、カムフォロア４６ａの下降に伴って、遮熱板４
９も下降し、底板２５の吸気口２６を開く。換言すれば、遮熱板４９は非閉塞位置に移動
する。
【００４６】
　操作スイッチ２の操作によって、シーズヒータ３５及び第１ファン１０をオンにし、第
２ファン２０をオフにする第１運転（温風運転）、シーズヒータ３５及び第１ファン１０
をオフにし、第２ファン２０をオンにする第２運転（送風運転）、シーズヒータ３５をオ
ンにし、第１ファン１０及び第２ファン２０をオフにする第３運転（自然対流運転）、又
は運転停止が選択される。
【００４７】
　制御回路３は、シーズヒータ３５をオンにする第１運転又は第３運転が選択されている
場合、センサ７から吸気口２６が閉塞されたことを示す信号が入力されているか否かを判
定する。センサ７から吸気口２６が閉塞されたことを示す信号が入力されていない場合、
制御回路３は、選択された第１運転又は第３運転を実行しない。センサ７から吸気口２６
が閉塞されたことを示す信号が入力されている場合、制御回路３は、選択された第１運転
又は第３運転を実行する。
【００４８】
　すなわち、制御回路３は、第１運転又は第３運転が選択されたことを検知し、且つ吸気
口２６が閉塞されたことを示す信号が入力されている場合に、第１運転又は第３運転を実
行し、シーズヒータ３５をオンにする。
【００４９】
　制御回路３が第１運転（温風運転）を実行する場合、底板２５の吸気口２６は閉塞され
ているが、前述したように、底板２５の周縁部には通気孔２７が設けられているので、こ
の通気孔２７を通して空気が通流する。第１運転においては、第１ファン１０が駆動し、
通気孔２７等を通して空気がフィン３２間の間を下方に移動して加熱され、第１ファン１
０の吹出口１３から、温風が吹き出る。
【００５０】
　前述したように、複数のＴ状フィン３３全体によって、筒形状が形成されているので、
筒状の内側の空間が通気路として機能し、空気はフィンユニット３０内を円滑に下方に移
動することができる。
【００５１】
　制御回路３が第３運転（自然対流運転）を実行する場合、シーズヒータ３５がオンにな



(9) JP 2017-190897 A 2017.10.19

10

20

30

40

50

り、フィン３２の間の空気が加熱され、加熱された空気はＴ状フィン３３の間のスリット
から外部に出て、自然対流による暖房が実現される。
【００５２】
　第１運転又は第３運転が実行されている場合、第２ファン２０の吹出口２３は遮熱板４
９によって閉塞されている。そのため、第２ファン２０のモータ２１への温風の移動又は
第２ファン２０のモータ２１への熱伝導が遮断される。
【００５３】
　制御回路３は第２運転（送風運転）が選択されている場合、センサ７から、吸気口２６
が閉塞されていないことを示す信号が入力されているか否かを判定する。吸気口２６が閉
塞されていないことを示す信号が入力されていない場合、制御回路３は第２運転を実行し
ない。吸気口２６が閉塞されていないことを示す信号が入力されている場合、制御回路３
は第２ファン２０を駆動し、送風運転を実行する。第２ファン２０の駆動によって、空気
はフィン３２の間及び吸気口２６を上方に移動し、第２ファン２０に吸い込まれ、吹出口
２３から吹き出される。
【００５４】
　なお遮熱板４９が閉塞位置に配されている場合でも、遮熱板４９と底板２５との間に吸
気可能な隙間を確保するように、送風装置を構成してもよい。この場合、第２運転が選択
されていれば、制御回路３は、吸気口２６が閉塞されていないことを示す信号が入力され
ていなくても、第２運転を実行してもよい。
【００５５】
　実施の形態にあっては、シーズヒータ３５の周囲に複数のフィン３２を配置する。フィ
ン３２の周囲に筐体１は無く、フィン３２は露出している。第１ファン１０及びシーズヒ
ータ３５がオンになった場合、フィン３２の間を空気が通流して、シーズヒータ３５の熱
を、フィン３２を介して吸収し、送風装置の外部に温風が吹き出る。第２ファン２０がオ
ンになり、シーズヒータ３５がオフになった場合、フィン３２の間を空気が通流して、送
風装置の外部に送風される。一方、第１ファン１０がオフになり、シーズヒータ３５がオ
ンになった場合、フィン３２の間で温められた空気はフィン３２の隙間から外部に出る。
送風装置が室内に設置されている場合、自然対流によって、室内は暖められる。そのため
、ユーザは、暖房を行う場合に、温風による暖房又は自然対流による暖房のいずれかを、
選択することができ、また加熱を伴わない送風を行うこともできる。
【００５６】
　また温風を吹き出す場合、送風装置は第１ファン１０をオンにしてシーズヒータ３５側
から吸気し、空気をフィン３２の間に通して加熱させてから、外部に吹き出す。第１ファ
ン１０をフィンユニット３０の下側に配置することによって、フィン３２の間を空気は上
から下に流れて、外部に出る。外部に出た空気は温められているので上昇し、その後、第
１ファン１０に再度吸い込まれて、空気の循環が円滑に行われる。シーズヒータ３５によ
る加熱を行うこと無く、送風を行う場合、第２ファン２０をオンにしてシーズヒータ３５
の反対側から吸気し、空気をフィン３２に通してから外部に吹き出す。第２ファン２０を
フィンユニット３０の上側に配置することによって、上側の空気よりも低温である下側の
空気が吸い込まれ、上方へ吹き出る。夏場において、相対的に低温の空気を室内に拡散さ
せる。また空気調和機と併用した場合、空気調和機によって冷却された空気を下側から上
側に送出し、室内の上側を効果的に冷やして、室内全体を平均的に冷却させることができ
る。そのため、冬場のみならず、夏場においても、送風装置を効果的に使用することがで
きる。
【００５７】
　また複数のＴ状フィン３３を熱源の周囲に放射状に配置する。複数のＴ状フィン３３は
全体として筒状を形成し、温風を吹き出す場合には、この筒状の内側の空間が通気路とし
て機能する。一方、熱源をオンにし、第１ファン１０及び第２ファン２０をオフにして自
然対流による暖房を行う場合、隣合うＴ状フィン３３の先端部に形成されたスリットが開
口として機能し、温められた空気が前記隙間から外部に出る。すなわち、Ｔ状フィン３３
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ができる。
【００５８】
　またシーズヒータ３５をオンにする場合、接離機構を駆動させて、暖房時に使用しない
第２ファン２０の吸気口２６を開閉板で塞ぐ。開閉板で吸気口２６を塞ぐことによって、
第２ファン２０への温風の移動又は熱の伝導を抑制し、第２ファン２０の耐用年数を長く
することができる。
【００５９】
　また第２ファン２０の吸気口２６が閉じられた場合にのみ、シーズヒータ３５をオンに
することによって、第２ファン２０が不要に熱くなることを防止し、第２ファン２０の耐
用年数を長くすると共に、安全性を高めることができる。
【００６０】
　また環状スライダ４５及び開閉板に、カム４５ａ及びカムフォロア４６ａを設けること
によって、開閉板による第２ファン２０の吸気口２６の開閉を実現することができる。
【００６１】
　今回開示した実施の形態は、全ての点で例示であって、制限的なものではないと考えら
れるべきである。各実施例にて記載されている技術的特徴は互いに組み合わせることがで
き、本発明の範囲は、特許請求の範囲内での全ての変更及び特許請求の範囲と均等の範囲
が含まれることが意図される。
【符号の説明】
【００６２】
　３　制御回路
　７　センサ
　１０　第１ファン
　２０　第２ファン
　３０　フィンユニット
　３１　中央支持部
　３２　フィン
　３３　Ｔ状フィン
　３５　シーズヒータ（熱源）
　４５　環状スライダ
　４５ａ　カム
　４６　連結部
　４６ａ　カムフォロア
　４８　ハンドル
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